
評価の方向性・理由等の考え方

継続
今年度と同様の手法・規模で
来年度も実施する事業

計画見直し 事業の計画期間を見直すべき

終期設定 事業の終期を設定すべき

受益者負担の適正化
受益者負担を見直し、効果的・効率的に実施
すべき

対象・水準の適正化
対象・水準を見直し、効果的・効率的に実施す
べき

統合
類似事業と統合し、効果的・効率的に実施す
べき

縮小 事業効果をふまえ、事業規模を縮小すべき

重点化 重点項目を絞って実施すべき

外部委託導入・拡大
外部委託化を進めることにより、効果的・効率
的に実施すべき

補助事務化
補助事務化により効果的・効率的に実施すべ
き

内容見直し
上記以外に内容を改善し、効果的・効率的に
実施すべき

目的達成 目的が達成された

市関与低下
民間・他団体が実施しており、市が補完す
る必要性がない

市民ニーズ低下 市民ニーズが低下した

事業効果低下 事業の効果が低下した

他事業で代替 類似事業で当該事業を代替できる

民間移管 民間主体で実施すべき

終期設定
済み

来年度以降に終了する時期
が決まっている事業

事業完了
年次計画により今年度をもっ
て終了することが決まってい
る事業

－

－

－

方向性

見直し

廃止 終了する事業

今年度の実施内容を見直し改
善のうえ、来年度も実施する
事業

理由等


